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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フレームを中継するための方法であって、前記方法は、
　中継器によって第1基地局から、第1フレームを受信するステップであって、前記第1フ
レームは、第1インジケータを有する第1ヘッダーを有し、前記第1インジケータは、第1基
地局のタイプを示す、ステップと、
　前記第1フレームが前記第1インジケータに従って中継されるか否かを判定するステップ
と、
　前記第1フレームが中継されると判定されるとき、前記中継器によってアクセスポイン
トへ前記第1フレームを送信するステップと
を含む方法。
【請求項２】
　前記ヘッダーは物理層(PHY)ヘッダーである請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記第1フレームを受信するステップは、前記中継器の第1アンテナによって実行され、
かつ、前記第1フレームを送信するステップは、前記中継器の第2アンテナによって実行さ
れる請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　前記ヘッダーは、メディアアクセス制御(MAC)ヘッダーである、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
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　前記第1フレームを受信するステップは、前記中継器のアンテナによって実行され、か
つ、前記第1フレームを送信するステップは、前記中継器の前記アンテナによって実行さ
れる請求項4に記載の方法。
【請求項６】
　前記第1フレームが中継されるか否かを判定するステップは、前記第1フレームの電力を
検出するステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記第1フレームが中継されるか否かを判定するステップは、
　前記第1フレームが電力制約デバイスからのものであることを前記第1インジケータが示
すとき、前記第1フレームを中継し、かつ
　前記第1フレームが非電力制約デバイスからのものであることを前記第1インジケータが
示すとき、前記第1フレームを中継しない
ことを決定することを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項８】
　前記第1フレームがセンサーからのものであるとき、前記第1フレームは電力制約デバイ
スからのものであり、
　前記第1フレームがオフロードデバイスからのものであるとき、前記第1フレームは電力
制約デバイスからのものではない、
請求項7に記載の方法。
【請求項９】
　電力制約デバイスと非電力制約デバイスとを判別するステップが、前記第1フレームのP
HYヘッダーを使用して物理層(PHY)において実行される、請求項7に記載の方法。
【請求項１０】
　前記中継器によって第2基地局から、第2フレームを受信するステップであって、前記第
2フレームは、第2インジケータを有する第2ヘッダーを有する、ステップと、
　前記第2フレームが第2インジケータに従って中継されるか否かを判定するステップと、
　前記第2フレームが中継されると判定されるとき、前記中継器によって前記アクセスポ
イントへ前記第2フレームを送信するステップと
をさらに含む請求項1に記載の方法。
【請求項１１】
　中継器を指定するための方法であって、前記方法は、
　アクセスポイントによって、第2の複数の基地局から第1の複数のメッセージを受信する
ステップであって、前記第1の複数のメッセージは、前記第2の複数の基地局が中継器機能
をサポートするか否かを示す、ステップと、
　前記第1の複数のメッセージに従って前記第2の複数の基地局のサブセットを決定するス
テップであって、前記第2の複数の基地局の前記サブセットの基地局は中継器機能をサポ
ートする、ステップと、
　中継器として指定された前記第2の複数の基地局の前記サブセットの第1基地局を選択す
るステップと、
　前記第1基地局は前記中継器であることを示す第1指定中継器要求フレームを、前記アク
セスポイントによって前記第1基地局へ送信するステップと
を含み、
　前記中継器は、フレームを受信し、
　前記フレームがインジケータに従って中継されるか否かを判定し、かつ
　前記フレームが中継されると判定される場合前記アクセスポイントに前記フレームを送
信する
　ように構成され、前記フレームは、前記インジケータを有するヘッダーを有する方法。
【請求項１２】
　前記第2の複数の基地局の前記サブセットの第2基地局を選択するステップと、
　前記第2基地局が中継器として指定されていることを示す第2指定中継器要求フレームを
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、前記アクセスポイントによって前記第2基地局へ送信するステップと
をさらに含む、請求項11に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第1指定中継器要求フレームは、
　中継器指定要求フィールドと、
　指定中継器識別子(ID)フィールドと
を含む、請求項11に記載の方法。
【請求項１４】
　前記アクセスポイントによって前記第1基地局から、指定中継器応答フレームを受信す
るステップをさらに含む、請求項11に記載の方法。
【請求項１５】
　中継器であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサによって実行されるプログラムを記憶しているコンピュータ可読記憶媒
体と
を備え、前記プログラムは、
　基地局から、前記基地局のタイプを示すインジケータを有するヘッダーを有するフレー
ムを受信し、
　前記インジケータに従って、前記フレームが中継されるか否かを判定し、かつ
　前記フレームが中継されると判定されるとき、前記フレームを、アクセスポイントへ送
信する
命令を含む中継器。
【請求項１６】
　前記フレームが中継されるか否かを判定することは、前記フレームの電力を検出するこ
とを含む、請求項15に記載の中継器。
【請求項１７】
　前記フレームが中継されるか否かを判定することは、
　前記フレームが電力制約デバイスからのものであることを前記インジケータが示すとき
、前記フレームを中継し、かつ
　前記フレームが非電力制約デバイスからのものであることを前記インジケータが示すと
き、前記フレームを中継しない
ことを決定することを含む、請求項15に記載の中継器。
【請求項１８】
　前記フレームがセンサーからのものであるとき、前記フレームは電力制約デバイスから
のものであり、
　前記フレームがオフロードデバイスからのものであるとき、前記フレームは電力制約デ
バイスからのものではない、
請求項17に記載の中継器。
【請求項１９】
　電力制約デバイスと非電力制約デバイスとを判別することが、前記フレームのPHYヘッ
ダーを使用して物理層(PHY)において実行される、請求項17に記載の中継器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、2012年5月4日に出願された発明の名称を「System and Method for Using an R
F Repeater in a Wireless Network」とする米国特許仮出願第61/642,912号の利益を主張
し、かつ、2013年4月29日に出願された発明の名称を「System and Method for Radio Fre
quency Repeating」とする米国特許出願第13/872,622号の優先権を主張するとともに、参
照によりこれらの全体がここに組み込まれる。
【０００２】
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　本発明は、ワイヤレス通信のためのシステムおよび方法に関し、特に、無線周波数中継
のためのシステムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　電気電子技術者協会(IEEE)802.11技術に基づくワイヤレスローカルエリアネットワーク
のようなネットワークは、一般的なネットワークである。前記IEEE 802.11ファミリーは
、同一の基本プロトコルを使用する半二重無線(half-duplex over-the-air)の変調技術の
シリーズを含む。IEEE 802.11におけるフレームは、物理層(PHY)ヘッダーと、メディアア
クセス制御(MAC)ヘッダーとを含む。
【０００４】
　前記PHY層は、最下層である。WLANにおいて、前記PHY層はMAC層と相互作用する。さら
に、前記PHY層は、データ符号化、送信、受信および復号化を実行する。
【０００５】
　前記MAC層は、前記PHY層と論理リンク制御(LLC)層との間のインターフェースとして機
能する。前記MAC層は、マルチポイントネットワークにおいて全二重論理通信チャネルを
エミュレートする。
【０００６】
　前記LLC層は、ネットワークプロトコルがマルチポイントネットワーク内で共存し、か
つ、同一のネットワーク媒体上で転送されることを可能にする多重化メカニズムを提供す
る。前記LLC層は、前記MAC層および前記ネットワーク層とインターフェースをとる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　フレームを中継するための実施方法であって、前記方法は、第1基地局から中継器によ
って、第1フレームを受信するステップであって、前記第1フレームは、第1インジケータ
を有する第1ヘッダーを有する、ステップと、前記第1フレームが第1インジケータに従っ
て中継されるか否かを判定するステップとを含む。前記方法は、前記第1フレームが中継
されると判定されるとき、前記中継器によってアクセスポイントへ前記第1フレームを送
信するステップをさらに含む。
【０００８】
　無線ネットワークにおいて通信するための実施方法であって、前記方法は、基地局が電
力制約デバイスであるか否かを判定するステップと、前記基地局が電力制約デバイスであ
るか否かに従って、フレームのヘッダーにおけるインジケータを設定するステップとを含
む。前記方法は、前記基地局によって、アクセスポイントへ、前記フレームを送信するス
テップをさらに含む。
【０００９】
　中継器を指定するための実施方法であって、前記方法は、アクセスポイントによって、
第2の複数の基地局から第1の複数のメッセージを受信するステップであって、前記第1の
複数のメッセージは、前記第2の複数の基地局が中継器機能をサポートするか否かを示す
、ステップと、前記第1の複数のメッセージに従って前記第2の複数の基地局のサブセット
を判定するステップであって、前記第2の複数の基地局の前記サブセットの基地局は中継
器機能をサポートする、ステップとを含む。前記方法は、中継器として指定された前記第
2の複数の基地局の前記サブセットの第1基地局を選択するステップと、前記第1基地局は
前記中継器であることを示す第1指定中継器要求フレームを、前記アクセスポイントによ
って前記第1基地局へ送信するステップとをさらに含む。
【００１０】
　中継器を提供する実施態様であって、前記中継器は、プロセッサと、前記プロセッサに
よって実行されるプログラムを記憶しているコンピュータ可読記憶媒体とを備える。前記
プログラムは、基地局から、インジケータを有するヘッダーを有するフレームを受信し、
前記インジケータに従って、前記フレームが中継されるか否かを判定する命令を含む。前
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記プログラムは、前記フレームが中継されると判定されるとき、前記フレームを、アクセ
スポイントへ送信する命令をさらに含む。
【００１１】
　上述では、以下の本発明の詳細な説明をより理解し易くするために、本発明の態様の特
徴をかなり概略的に説明した。本発明の態様の追加的な特徴と利点が以下に説明され、本
発明の特許請求の範囲の主題を構成する。開示される概念および特定の実施形態が、本発
明の同一の目的を実施するための他の構造またはプロセスを修正しまたは設計するための
基礎として容易に利用できることは、当業者によって理解されるべきである。また、その
ような均等な構成が、添付の特許請求の範囲に記載された本発明の精神および範囲から逸
脱しないことも当業者によって理解されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
　本発明およびその利点をより完全に理解するために、添付図面と併せて以下の説明を参
照されたい。
【００１３】
【図１】無線周波数(RF)中継のための実施形態のシステムを示している。
【図２】デバイスタイプインジケータを有するシグナリングフィールドを示している。
【図３】物理(PHY)層ベースのRF 中継器の実施形態を示している。
【図４】PHYおよびメディアアクセス制御 (MAC)ベースのRF中継器の実施形態を示してい
る。
【図５】フレームを中継する実施形態の方法を示している。
【図６】フレームを通信する実施形態の方法を示している。
【図７】RF中継器を指定する実施形態の方法を示している。
【図８】RF中継器を指定する別の実施形態の方法を示している。
【図９】汎用コンピュータシステムの実施形態のブロック図を示している。
【００１４】
　異なる図面において対応する数および符号は、通常、指定しない限り対応する部分を参
照する。図面は、実施形態の関連する形態を明確に説明するために描かれており、必ずし
も縮尺通りには描かれていない。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　まずは、1または2以上の実施形態の例示的な実施形態が以下に提供されるが、開示され
るシステムおよび/または方法は、現在知られているまたは既存の任意の数の技術を使用
することによって実装されてもよいことは理解されるべきである。本開示は、ここに説明
されかつ記載される例示的な設計および実施形態を含む、例示的な実施形態、図面および
以下に説明される技術に決して限定されるべきではないが、均等の全範囲に沿う特許請求
の範囲内で修正されることができる。
【００１６】
　IEEE 802.11ベースのWLANネットワークは、センサーだけでなくオフロードデバイスの
役割を果たすことができる。例えばスマートメーター情報のようなセンサー情報は、スマ
ートグリッドアプリケーションにおけるセンターを制御するために使用されてもよい。セ
ンサーは、バッテリーによって駆動され、かつ、遠隔位置に置かれてもよい。従って、前
記センサーバッテリーは、時間とともに減衰してもよい。センサーバッテリーが減衰する
とき、前記センサーからの送信は弱くなることがある。また、オフロードデバイスは、バ
ッテリーによって駆動されてもよい。しかし、通常、オフロードデバイスは遠隔に配置さ
れていないので、それらのバッテリーは容易に変更されまたは取り換えられる。中継器ま
たは転送器は、さらに、例えば低電力センサーのような電力制約デバイスから、その送信
先にフレームを送信するために使用されてもよい。中継のために中継器を使用することは
、電力制約デバイスの到達範囲を増加させることができる。
【００１７】
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　図１は、電力制約デバイスからフレームを中継する無線周波数(RF)中継器を使用するた
めのシステム100を説明している。システム 100は、基本サービスセット(BSS) 102を含む
。BSS 102は、基地局に接続されたアクセスポイント 104を含む。前記基地局は、センサ
ー105と、センサー106と、オフロードデバイス108とを含む。センサー106およびセンサー
105は、スマートメーター、温度センサーおよび圧力センサーであってもよく、一方、オ
フロードデバイス108は、スマートフォン、タブレット、ラップトップまたはその他のデ
バイスであってもよい。センサーは、小型であってもよくかつ遠隔に置かれてもよい。ま
た、センサーはデータを測定しかつアップロードしてもよく、一方、オフロードデバイス
は、ストリーミングされた音声またはビデオ、電子メール、インターネットを受信しても
よく、音声を送信しかつ受信し、ゲームをダウンロードまたはプレイし、サービスを使用
し、または大量のデータをダウンロードしてもよい。より多くのまたはより少ない基地局
、センサーおよびオフロードデバイスが使用されてもよい。さらに、基地局の他のタイプ
が存在してもよい。
【００１８】
　BSS 102は、RF 中継器である中継器 110をさらに含む。一実施例において、中継器 110
は、例えばオフロードデバイスのような基地局である。別の実施例において、中継器 110
は専用デバイスである。一実施例において、中継器 110は、オフロードデバイスである。
1つの中継器が描かれているが、2以上の中継器が存在してもよい。中継器 110は、アクセ
スポイント 104と、複数のセンサー106とに接続されてもよく、前記複数のセンサー106は
電力制約デバイスであってもよい。さらに、中継器 110は、アクセスポイント 104にフレ
ームを送信する十分な電力を有している。一実施例において、前記中継器機能は、別々に
展開される。別の実施例において、前記中継器機能は、機能ブロックとして基地局の内に
含まれる。中継器 110は、信号をアクセスポイント 104に到達させることを可能にするた
めに、センサー106からの信号の電力を増加させる。センサー105およびオフロードデバイ
ス108は、アクセスポイント 104に信号を送信する十分な電力を有している。中継器 110
は、電力制約デバイスと、電力制約されていないデバイスとを判別する。次いで、中継器
 110は、前記電力制約デバイスからのフレームを中継するが、電力制約されていないデバ
イスからのフレームは中継しない。センサーは、電力制約されてもよい。センサーは、小
型であってもよくかつ遠隔に配置されてもよいので、バッテリーは時間の経過とともに減
少し、かつ、充電または交換されないことがある。センサーバッテリーは減少するとき、
センサーの送信は、アクセスポイント 104に達するために十分な電力を有しないことがあ
る。
【００１９】
　中継器 110は、中継される電力制約デバイスからのフレームを判別する。一実施例にお
いて、電力制約デバイスと、電力制約されていないデバイスとを判別することは、前記フ
レームのPHY ヘッダーを使用する物理層 (PHY)において実行される。前記PHY層を使用す
ることは、前記中継器の設計を簡略化しかつ複雑な中継機能の実装を回避する。
【００２０】
　WLANにおいて、PHYデータユニット(PDU)は、PHYプリアンブルにシグナル(SIG)フィール
ドを含む。図2は、現在の送信に関連する制御特性を示すシグナルフィールド 115を示し
ている。シグナルフィールド 115は、デバイスタイプビットと、変調および符号化(MCS)
のためのビットと、帯域幅(BW)のためのビットと、送信長のためのビットと、予備ビット
(reserved bits)とを含む。一実施形態において、シグナルフィールド 115におけるシン
グルビットである、ラベル付けされたデバイスタイプは、デバイスが電力制約されている
か否かを示す。別の実施形態においては、前記シングルビットは、ラベル付けされた for
ward_ind またはトラフィックタイプビットであり、または、フレームが電力制約デバイ
スからのものであるか否かとともに、さらなる送信を要求しているか否かを示す別の名前
である。一実施例において、デバイスタイプビットのための“1”は、フレームが電力制
約デバイスからのものでありかつ中継される必要があることを示している。さらに、前記
デバイスタイプビットのための“0”は、フレームが電力制約されていないデバイスから
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のものでありかつさらなる送信が必要でないことを示している。別の実施例において、前
記デバイスタイプビットのための“0”は、フレームが電力制約デバイスからのものであ
りかつ中継される必要があることを示している。さらに、前記デバイスタイプビットのた
めの“1”は、フレームが電力制約されていないデバイスからのものであることを示して
いる。前記デバイスタイプビットは、センサーノードまたはオフロードデバイス由来のト
ラフィックまたは送信であることを示してもよく、センサーは、電力制約デバイスであり
、かつ、オフロードデバイスは電力制約デバイスでない。あるいは、前記デバイスタイプ
ビットは、フレームが電力の低い基地局からのものであるか、または、適正な電力を有す
る基地局からのものであるかを示してもよい。前記デバイスタイプビットは、フレームが
前記中継器によって転送される必要があるか、または、前記フレームがさらなる転送を必
要としないかを示し、かつ、受信ノードにおいて終了する。さらなる実施形態では、複数
ビットは、デバイスタイプであるか否かを示しまたは前記基地局が電力制約デバイスであ
るか否かを示すために使用される。例えば、複数のビットが、3以上のデバイスタイプを
判別するために使用されてもよい。
【００２１】
　一実施例において、前記電力制約デバイスインジケータ信号は、前記PHY層によって完
全に検出される。PHY層のみを使用することが迅速かつ便利である。図3は、アクセスポイ
ント 104に接続された中継器 132を示している。中継器 132は、例えばMAC層のような、
上位層を利用しないPHY層の解決策のみに使用される。中継器 132は、2つのアンテナを含
み、基地局からの信号を受信する(RX) 受信アンテナ122と、アクセスポイント 104に信号
を中継する(TX) 送信アンテナ130を含む。自己干渉が問題となる可能性があるので、送信
アンテナ 130は、アクセスポイント 104の方向を指しかつ受信アンテナ 122から離れた指
向性アンテナであってもよい。受信アンテナ122によって受信されたビットは、受信バッ
ファ 124に置かれてもよい。ビットが受信バッファ 124から読み出されるとき、それらは
、増幅器 126によって増幅され、次いで、送信バッファ 128に置かれる。最後に、送信バ
ッファ 128からのビットは、送信アンテナ 130によってアクセスポイント 104に中継され
る。
【００２２】
　別の実施例において、PHY層およびMAC層の両者の機能は中継器のために使用される。PH
Y層およびMAC層の両者を使用することは、遅延を発生させる可能性があるが、受信および
送信のためのシングルアンテナの使用を容易にする。前記PHY層が主に使用され、さらに
、MAC層がわずかに使用される。図4は、PHY層およびMAC層における機能を有する中継器14
0を示している。中継器140は、1つのアンテナと、受信しかつ送信する両方の機能を実行
するトランシーバー146を備える。最初は、フレームまたはトランスミッションがトラン
シーバー 146によって受信され、かつ受信バッファ 148に置かれる。従来のWLAN PHY 機
能に加えて、受信されたPDUは、PHY層 142において、デバイスタイプモジュール150によ
って解析される。フレームが電力制約デバイスから来ていることを前記デバイスタイプビ
ットが示すとき、前記ビットは、増幅器 152によって増幅され、MACデータユニット(MDU)
は、PHY ヘッダーを取り除くことによって構成され、かつ、前記ビットは、MAC層 144に
おけるリレーキュー 154に置かれる。一般的に、さらなる処理は必要とされない。次いで
、リレーキュー 154におけるビットは、PHY層 142におけるトランスミッションバッファ1
58に置かれる。トランスミッションバッファ158におけるビットは、トランシーバー 146
によって、アクセスポイント 104へ中継される。フレームが電力制約されていない基地局
から来ていることをデバイスタイプビットが示すとき、前記受信されたフレームのMACア
ドレスが確認される。もし前記MACアドレスが、中継器140のアドレスに一致する場合、前
記MDUは、受信されたPDUから構成され、かつ、追加処理のために前記ビットがMAC層 144
におけるMACキュー156に置かれる。前記MAC アドレスが中継器140の前記アドレスに一致
しないとき、前記PDUは、破棄される。一実施例において、リレーキュー 154およびMACキ
ュー156は、同一の物理バッファスペースにおいて実装される別々の論理キューである。
別の実施例において、リレーキュー 154およびMACキュー156は、別々の物理バッファスペ
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ースにおいて実装される。
【００２３】
　図5は、中継器 110によってフレームを中継する方法のフローチャート160を示している
。最初は、ステップ162において、フレームが基地局から受信される。
【００２４】
　次いで、ステップ166において、中継器 110は、前記フレームを中継するか否かを判定
する。中継器 110が、前記フレームを中継するか否かを判定してもよい。中継器 110は、
前記フレームが電力制約デバイスから来ているとき、ステップ168において、前記フレー
ムを中継することを決定してもよく、かつ、それが非電力制約デバイスから来ているとき
、ステップ170において前記フレームを処理しないことを決定してもよい。一実施例にお
いて、前記フレームがセンサーから来ているとき、前記フレームは電力制約デバイスから
来ており、かつ、前記フレームがオフロードデバイスであるとき、前記フレームは電力制
約デバイスから来ていない。別の実施例において、前記フレームが、電力が不足している
センサーから来ているとき、前記フレームは電力制約デバイスから来ており、かつ、それ
が、電力が不足しているまたはオフロードデバイスである基地局から来ているとき、前記
フレームは電力制約デバイスから来ていない。さらなる実施例において、フレームを中継
する判定は、前記フレームの電力に基づく。中継器 110は、受信されたフレームの電力を
検出する。受信されたフレームの電力が閾値よりも低いとき、レシーバ110は、ステップ1
68において前記フレームを中継することを決定する。一方で、受信されたフレームの電力
が前記閾値より大きいまたは等しいとき、中継器 110は、ステップ170において前記フレ
ームを破棄することを決定する。
【００２５】
　中継器 110が前記フレームを中継することを決定するとき、前記フレームは、ステップ
168においてアクセスポイント 104に中継される。中継器 110は、前記フレームを中継す
ることによってメカニズムを決定する。中継器 110は、その送信バッファにおいて中継さ
れるために前記フレームを記憶する。次いで、前記フレームが前記キューの先頭に達した
とき、中継器 110は、前記記憶されたフレームを前記アクセスポイント 104に送信する。
中継器 110が前記フレームを中継しないことを決定するとき、前記フレームは、ステップ
170において、さらに処理されない。
【００２６】
　図6は、基地局によってフレームを送信する方法のフローチャート180を示している。最
初は、ステップ182において、前記基地局は、それが電力制約デバイスであるか否かを判
定する。例えば、それがセンサーであるとき、前記基地局は電力制約デバイスであり、か
つ、それがオフロードデバイスであるとき、電力制約デバイスではない。別の実施例にお
いて、そのバッテリー電力が電力閾値よりも低く、または、送信された信号の電力が信号
閾値よりも低いとき、前記基地局は電力制約デバイスである。そのバッテリー電力が前記
電力閾値であるかまたはそれよりも大きいとき、あるいは、送信された信号の電力が前記
信号閾値であるかまたはそれよりも大きい場合、前記基地局は電力制約デバイスでない。
【００２７】
　次いで、ステップ184において、前記基地局は電力制約デバイスであるか否かに基づい
て、前記基地局は、フレームのヘッダーにおいてインジケータを設定する。前記ヘッダー
は、PHY層 ヘッダー または MAC層 ヘッダーであってよい。一実施例において、前記イン
ジケータは、デバイスタイプビットであり、シングルビットである。一実施例において、
前記基地局は電力制約デバイスであるとき、デバイスタイプビットは“1”に設定され、
かつ、前記基地局は電力制約デバイスでないとき、“0”に設定される。別の実施例にお
いて、前記基地局は電力制約デバイスであるとき、前記デバイスタイプビットは、“0”
に設定され、かつ、前記基地局は電力制約デバイスでないとき、“1”に設定される。あ
るいは、前記基地局は電力制約デバイスであるか否かを示すために、複数ビットが使用さ
れてもよい。
【００２８】
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　最後に、ステップ186において、前記フレームが送信される。前記フレームはアクセス
ポイント 104に直接的に送信されてもよい。あるいは、前記フレームは、中継器 110によ
ってアクセスポイント 104に中継されてもよい。
【００２９】
　図7は、アクセスポイント 104によって中継器を指定する方法のフローチャート190を示
している。最初は、ステップ192において、アクセスポイント 104は、基地局からメッセ
ージを受信する。前記メッセージは、前記基地局が中継器機能をサポートする性能を有す
るか否かを示してもよい。前記メッセージは、アクセスポイント 104が中継器となる1ま
たは2以上の基地局を指定するために使用される追加の情報をさらに含んでもよい。ステ
ップ192は、前記基地局の関連付けまたは再関連付けの間に実行されてもよい。中継器と
して機能する性能の指標は、性能ビットを、例えば性能フィールドのような情報要素また
は情報フィールドに追加することによって達成されてもよい。
【００３０】
　次いで、ステップ194において、アクセスポイント 104は、どの基地局が中継器機能を
サポートするかを決定する。例えば、これは、中継器機能をサポートする前記基地局の性
能のインジケータに基づいて実行されてもよい。
【００３１】
　続いて、ステップ196において、アクセスポイント 104は、1または2以上の基地局を中
継器として指定する。一実施例において、1つの基地局のみが選択される。別の実施例に
おいて、複数の基地局が選択される。最も高い電力を有する中継器性能を有するデバイス
が選択されてもよい。あるいは、デバイスが中継を必要とするセンサーの近くに配置され
ていることを理由に、デバイスが選択される。
【００３２】
　ステップ198において、アクセスポイント 104は、指定中継器要求フレームまたはフレ
ームを、前記基地局または中継器として指定された基地局に送信する。このフレームは、
repeater_annoncement フレームと称されてもよい。表1が、以下に示されており、アクシ
ョン管理フレームにおける中継器指定要求フレームのフォーマットの実施例を示している
。オーダー1はカテゴリーを含み、かつ、オーダー2は、例えば中継器指定要求フィールド
のようなアクションを含む。前記中継器指定要求フィールドは、前記基地局が中継器とし
て指定されるか否かを示す。さらに、オーダー3は指定中継器識別子(ID)フィールドを有
し、さらに、オーダー4は他のフィールドを含む。指定中継器 IDフィールドの実施例は、
MAC アドレスまたは関連識別子(AID)を含む。
【００３３】
【表１】

【００３４】
　ステップ200において、アクセスポイント104は、ステップ198において指定中継器要求
フレームを送信した前記基地局または基地局から指定中継器応答フレームを受信する。表
2は、指定中継器応答フレームの実施例を示している。前記カテゴリーはオーダー1であり
、かつ、例えば前記中継器指定応答のようなアクションはオーダー2である。前記中継器
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指定応答フレームは、前記基地局がその状態を指定された中継器として承認していること
を示す。さらに、オーダー3は、指定中継器 IDである。前記オーダー4は、状態である。
一実施例において、前記状態はシングルビットである。一実施例において、前記基地局が
中継器として指定されるとき、状態フィールドは“1”に設定され、かつ、前記基地局が
中継器として指定されないとき、“0”に設定される。別の実施例において、前記基地局
が中継器として指定されるとき、前記状態フィールドは“0”に設定され、かつ、前記基
地局が中継器として指定されないとき、“1”に設定される。前記オーダー5は他のフィー
ルドである。
【００３５】
【表２】

【００３６】
　図8は、基地局によって中継器として指定される方法のフローチャートを示している。
最初に、ステップ212において、前記基地局は、メッセージをアクセスポイント 104に送
信する。前記メッセージは、アクセスポイント 104との関連付けまたは再関連付けの間に
送信されてもよい。前記メッセージは、前記基地局が中継器機能をサポートするか否かを
示す。一実施例において、センサーは中継器機能をサポートせず、さらにオフロードデバ
イスは中継器機能をサポートしない。別の実施例において、センサーおよび複数のオフロ
ードデバイスは、中継器機能をサポートせず、さらに、他のオフロードデバイスは、中継
器機能をサポートする。デバイスの中継機能が、オフロードデバイスにおいて利用可能で
あってもよい。前記中継機能は、ネットワークプランニング性能に基づいてオンおよびオ
フされてもよい。中継器性能の指標は、例えば性能フィールドのような情報要素または情
報フィールドに、性能ビットを追加することによって達成されてもよい。
【００３７】
　次いで、ステップ214において、前記基地局は、アクセスポイント 104から指定中継器
要求フレームを受信する。前記指定中継器要求フレームは、前記基地局が中継器として指
定されるか否かを示す。上記の表1は、指定中継器要求フレームの実施例を示している。
前記指定中継器要求フレームは、カテゴリーと、指定中継器要求フレームと、指定中継器
IDフィールドと、その他フィールドとを含む。
【００３８】
　最後に、ステップ216において、前記基地局は、指定中継器として、その状態のそのア
クノリッジメントを示す指定中継器応答フレームを送信する。指定中継器応答フレームの
実施例は上記の表2に示される。前記指定中継器応答フレームは、カテゴリーと、中継器
指定応答フィールドと、指定中継器 IDと、状態と、その他フィールドとを含む。
【００３９】
　図9は、本明細書に記載されたデバイスおよび方法を実施するために使用されてもよい
処理システム 270のブロック図を示している。特定のデバイスは、示されている全ての構
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成要素を利用してもよくまたは構成要素の一部分のみを利用してもよく、かつ、組み合わ
せ(integration)のレベルはデバイスごとに多様であってもよい。さらに、デバイスは、
例えば複数の処理ユニット、プロセッサ、メモリー、トランスミッタ、レシーバ等のよう
な構成要素の複数のインスタンスを含んでもよい。前記処理システムは、例えばマイクロ
フォン、マウス、タッチスクリーン、キーパッドおよびキーボード等のような1または2以
上の入力デバイスを備えた処理ユニットを備えてもよい。また、処理システム270は、例
えばスピーカー、プリンターおよびディスプレイ等のような1または2以上の出力デバイス
に備えられてもよい。前記処理ユニットは、中央処理ユニット(CPU) 274、メモリー276、
マスストレージデバイス278、ビデオアダプター280およびバスに接続されたI/O インター
フェース 288を備えてもよい。
【００４０】
　前記バスは、メモリバス若しくはメモリコントローラー、周辺機器用バスまたはビデオ
バス等を含む複数のバス構造の任意タイプの1または2以上であってもよい。CPU 274は、
任意のタイプの電子データプロセッサを含んでもよい。メモリ276は、スタティックラン
ダムアクセスメモリ(SRAM)、ダイナミックランダムアクセスメモリ(DRAM)、シンクロナス
DRAM(SDRAM)、読み取り専用メモリ(ROM)またはその組み合わせ等のようなシステムメモリ
の任意のタイプを含んでもよい。一実施形態において、前記メモリは、ブートアップにお
いて使用するROM、および、プログラムを実行するときに使用するプログラムおよびデー
タストレージのためのDRAMを含んでもよい。
【００４１】
　マスストレージデバイス278は、データ、プログラムおよびその他の情報を記憶し、か
つ、前記データ、プログラムおよびその他の情報を前記バスを介してアクセス可能にする
ように構成された任意タイプのストレージデバイスを含んでもよい。マスストレージデバ
イス278は、例えば1または2以上の半導体ドライブ、ハードディスクドライブ、磁気ディ
スクドライブまたは光ディスクドライブ等を含んでもよい。
【００４２】
　ビデオアダプター280およびI/Oインターフェース 288は、前記処理ユニットに外部入力
および出力デバイスを接続するインターフェースを提供する。示されているように、入力
および出力デバイスの実施例は、ビデオアダプターに接続されたディスプレイおよびI/O 
インターフェースに接続されたマウス/キーボード/プリンターを含む。他のデバイスは、
前記処理ユニットに接続されてもよく、かつ、追加のまたはいくつかのインターフェース
カードが利用されてもよい。例えば、シリアルインターフェースカード(図示せず)が、プ
リンターに対してシリアルインターフェースを提供するために使用されてもよい。
【００４３】
　前記処理ユニットは、例えばイーサネット（登録商標）ケーブル等のような有線リンク
、および/または、ノード若しくは異なるネットワークに接続するための無線リンクを含
むことができる1または2以上のネットワークインターフェース 284を備えてもよい。ネッ
トワークインターフェース284は、前記処理ユニットが、ネットワークを介して遠隔ユニ
ットと通信することを可能にする。例えば、前記ネットワークインターフェースは、1ま
たは2以上のトランスミッタ/送信アンテナおよび1または2以上のレシーバ/受信アンテナ
を介して無線通信を提供してもよい。一実施形態において、前記処理ユニットは、データ
処理のために、かつ、例えば他の処理ユニット、インターネットまたは遠隔ストレージ装
置等のような遠隔デバイスとの通信のために、ローカルエリアネットワークまたは広域エ
リアネットワークに接続される。
【００４４】
　いくつかの実施形態が本明細書において提供されているが、開示されたシステムおよび
方法は、本明細書の精神または範囲から逸脱することなく多くの他の特定の形態において
実施可能であることを理解すべきである。本実施例は、例示でありかつ限定的ではないと
考えられるべきであり、本明細書に与えられた詳細に限定されることは意図していない。
例えば、様々な要素または構成要素が組み合わされまたは別のシステムに統合されてもよ
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く、または、特定の機能が省略されまたは実装されなくてもよい。
【００４５】
　様々な実施形態において離散的または別個に記載かつ示された技術、システム、サブシ
ステムおよび方法が、本明細書の範囲から逸脱しないで他のシステム、モジュール、技術
または方法と組み合わされまたは統合されてもよい。お互いに接続され若しくは直接的に
接続されまたは通信するように示されまたは説明された他の項目は、いくつかのインター
フェース、デバイスまたは電気的な、機械的な若しくは別のような中間構成要素を介して
直接的に接続されまたは通信してもよい。変更、置換および改変の他の実施例は、本明細
書に開示される精神および範囲から逸脱することなく当業者によって究明可能でありかつ
行われることが可能である。
【符号の説明】
【００４６】
１００　システム
１０２　ＢＢＳ
１０４　アクセスポイント
１０５　センサー
１０６　センサー
１０８　オフロードデバイス
１１０　中継器
１１５　シグナルフィールド
１２２　受信アンテナ
１２４　受信バッファ
１２６　増幅器
１２８　送信バッファ
１３０　送信アンテナ
１３２　中継器
１４０　中継器
１４２　PHY層
１４４　MAC層
１４６　トランシーバー
１４８　受信バッファ
１５０　デバイスタイプモジュール
１５２　増幅器
１５４　リレーキュー
１５６　MACキュー
１５８　トランスミッションバッファ
１６０　フローチャート
１８０　フローチャート
１９０　フローチャート
２１０　フローチャート
２７０　処理システム
２７４　ＣＰＵ
２７６　メモリ
２７８　マスストレージ
２８０　ビデオアダプター
２８４　ネットワークインターフェース
２８８　I/Oインターフェース
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